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町田で小 6 女児が自殺　学校の 1 人 1 台タブレットがいじめの温床
に　パスワードは共通 「なりすまし」証言も

小松田健一、服部展和、奥野斐 （2021 年 9 月 15 日付　東京新聞朝刊）

東京都町田市立小学校の6年生女児＝当時（12）＝が2020年11月、「いじめを受けていた」
とメモを残し自殺していたことが分かり、両親は詳しい調査などを求めています。萩生田光一文部
科学相は14日、「GIGAスクール構想」の先進事例として児童に配られたタブレット端末がいじ
めに使われたことを明らかにしました。「極めて残念な事実。重く受け止め事実関係を確認する」と
して問題点を解明し全国の教育現場に伝える方針を示しています。

GIGA スクール構想の「先進事例」だった

　女児の両親は学校側に、端末のチャット履歴について開示を求めていたが「履歴は見当
たらない」と回答しており、いじめとタブレット端末の関連が、文科省の都教委、町田市
教委への聞き取りで初めて明らかになった。

　両親によると、児童同士がタブレット端末の画面上で女児の名前を挙げ「うざい」「お
願いだから死んで」などと会話。女児もこれを見ていたという。

　この小学校では、タブレット端末を 2020 年度までに全児童に配布していた。本年度か
ら国が本格実施している「GIGA スクール構想」の先進事例としての位置づけがあったと
いう。

萩生田文科相 「チャット機能で」と説明

　萩生田氏は閣議後の記者会見で「児童のいじめの一部が端末のチャット機能を使って行
われていた」と説明。「現実として学校現場での、こういったパソコン、タブレットを通
じていじめが起きていたことは極めて残念な事実であり、事実関係を確認して全国の自治
体に周知することがあればしっかりやっていきたい」との姿勢を示した。

　文科省は今年 3 月、GIGA      スクール構想の実施  に先立ちルールとして「他人を傷付けた
り嫌な思いをさせることをネット上に書き込まない」など      18      項目のチェックリストを作  
成。都道府県教委に通知している。

　萩生田氏は女児の遺族が 13 日、文部科学省の記者クラブで会見したことを受け「外に
向けてご両親は思いを発信せざるを得ないという判断に至ったのだと思う」とし町田市教
委や学校に対し「ご家族の気持ちに寄り添い丁寧な対応をするのが大事だ」と強調した。

ID はクラスと出席番号、パスワードは 123456789「容易に推測できた」両親が
指摘

　自殺した小 6 女児の両親によると、女児が通った小学校は、貸与したタブレット端末を
起動する際のパスワードを「123456789」に統一し、ID は児童の所属学級と出席番号を
組み合わせたものにしていたという。

　両親が同級生らに聞き取ったところ、端末上での会話について「自分が書いていないの
に勝手に書き込まれた」「書いていた内容を消された」など「なりすまし」の被害を訴え
る複数の証言があったという。

　両親は「他人の ID を容易に推測できたため、なりすましが横行していたのではないか。
学校の管理がずさんだった」と指摘する。



　文部科学省情報教育・外国語教育課によると、端末には学業成績など個人情報も保存さ
れるため、個々の      ID      とパスワードは本人と保護者、教員以外に知られないようにするの  
が基本という。端末の管理について、町田市教育委員会の担当者は本紙の取材に「調査中
のため答えられない」と話している。

制限より見守りと早期対応の仕組みを　

◇高橋暁子・成蹊大客員教授（情報リテラシー）の話

　タブレット端末の使用ルールや利用制限はまちまちで、今回は履歴の管理・確認や子ど
も同士のやりとりにもっと目を配るべきだった。コロナ禍で十分な研修がないまま見切り
発車し、教員間のリテラシーの格差、家庭環境の違いも目立つ。単に制限を厳しくするの
ではなく、子どものコミュニケーションを教職員が見守り、トラブルに早期に対応できる
仕組みづくりが必要だ。

［元記事：東京新聞 TOKYO Web　2021 年 9 月 15 日］


